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『森林の担い手』写真コンクールの入賞作品の決定について
 発 表 項 目  

も り

（ 行 事 名 ）

記者レクチャー (実施日時)  発 表 者   

の お 知 ら せ  発表場所 

　道では、道内で林業を学ぶ高校生や林業に就業している方などが、現場で
 働く人々の魅力的な姿を撮影し、日頃、林業に触れる機会の少ない一般の方概 要 

に見ていただくことで、林業への就業意欲の喚起や林業で働く意欲の向上、
道民の方の林業に対する理解の促進を図ることを目的として、平成27年度か
ら標記コンクール（詳細は別紙参照）を実施しており、本年度も多くの方か

 ら作品の応募をいただいたところです。

　この度、 「森林の仕事ガイダンス2025 （10月25応募作品84点の中から、 」
日開催）における来場者による投票と、フェイスブック「いいね！ほっかい
どう林業」での投票により、 したのでお知らせし次のとおり入賞作品を決定
 ます。

 １　入賞作品及び入賞者

 ＜一般の部＞　１点
「樹護士」　中村　直人さん

 ＜学生の部＞　道内農業高等学校など参加校１校につき１点
 ・ 相棒」　 　岩見沢農業高等学校　　増子　遼一さん「
 ・ 集材の最前線」　 　旭川農業高等学校　 　平山　裕也さん「
 　髙橋　一華さん・「木くずが舞う瞬間」

　　・ 主役」　 　北の森づくり専門学院  立岩　優樹さん「

※入賞者には 「森林の魅力発見賞」及び副賞を贈呈、
も り

 ２　入賞作品の活用
　林業木材課ホームページにおいて、入賞作品を活用したカレンダー・名

 　刺テンプレートを掲載していますので、ご活用ください。
 　https://www.pref.hokkaido.lg.jp/sr/rrm/07_ninaite/136865.html

参 考 

  報道（取材）に
あたってのお願い

  同 時 配 付 (場所)  林政記者クラブ　他 の ク ラ ブ  
  同 時 レ クと の 関 係

   水産林務部林務局林業木材課 担当者：課長補佐 担い手育成  相馬 康麿担 当 （ （ ） ）
  （ 連 絡 先 ） ＴＥＬ　ダイヤルイン　０１１－２０６－６５７９（内線２８－５８７）

　公用スマホ　　０１１－５８５－６１０４（内線４２６１８）

帯広農業高等学校 



別紙 

『森林
も り
の担い手』写真コンクールについて 

 
１ 概要 
（１）募集期間 
令和7年（2025年）5月26日（月）から10月10日（金）まで 

 
（２）募集作品 
道内の林業現場で働く方々などを撮影した写真 

 
（３）応募資格 
〈一般の部〉 道内で林業に就業されている方、林業に関心がある道内の高校生以上の方 
〈学生の部〉 道内の農業高校や専門学校で林業を学ぶ高校生・専門学校生 

 
（４）審査方法 
・「森林の仕事ガイダンス2025」での現地投票（10月25日） 
・facbook「いいね！ほっかいどう林業」でのオンライン投票（11月４日-11月27日） 

 
２ 投票総数 
370票（一般の部158票、学生の部212票） 
 
３ 入賞作品 
   別添「入賞作品一覧」のとおり 



伐倒などがメインと思われがちな林業だけど、
造林もメイン級であり、主役だ。

主役 – 立岩 優樹 さん
（北の森づくり専門学院）

コメント：

木くずが舞う瞬間 - 髙橋 一華 さん
（帯広農業高等学校）

丸太を玉切りするハーベスタの瞬間を写しました
コメント：

相棒 - 増子 遼一 さん
（岩見沢農業高校）

頼もしい姿
コメント：

集材の最前線 - 平山 裕也 さん
（旭川農業高等学校）

伐採した丸太をスムーズに運んでいく姿が
かっこいいと感じました。
僕たちに操縦を教えている姿も素晴らしかったです。

コメント：

樹護士 - 中村 直人 さん

旭川市内の神社で危ない枝を
処理した時の写真です。
夕暮れが迫る市内を眺めながら、
参拝者の安全を願って作業をしました。

コメント：

一般の部

学生の部

別添 令和7年度『森林の担い手』写真コンクール 入賞作品

投票期間等
令和７年10月25日 ･･･「森林の仕事ガイダンス2025」における投票
令和７年11月 4日～11月27日･･･facebook「いいね！ほっかいどう林業」における投票


